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 政治経済学のモデル、とくに Electoral Competitionのモデルにおいては伝統的に政治家だけが存

在して政党はそのラベルでしかないか(Wittman(1983))、政党だけあって政治家は存在しない（そ

れとも政党の駒としてだけ存在する）ことが多かった(Grossman & Helpman (1996))。つまり、政

党と政治家の区別が明確にはされてこなかった。近年、その区別を明確にして政党内における政

治家達の行動、ひいてはそれらへの影響を通じた政党の存在の役割についての論文が書かれるよ

うになってきた(Caillaud and Tirole (2002))。この論文もそのうちの一つであり、政党組織が

Electoral Competitionにおけるモラルハザードの解決に果たしえる役割の一例を示す。 
 モラルハザードの問題として、政策の結果についての不確実性がある場合の政治家から有権者

への情報伝達の問題を考える。政治家が政策の結果について有権者よりも有利なポジションにあ

る場合、選挙に際しての選挙公約は政治家から有権者への情報の伝達として働きうる。しかし政

治家が政策についての選好を持つ場合、政治家には嘘をつく誘因がある。この問題を取り扱った

論文は数多くあるが、Electoral Competition についての一般の論文同様、個々の政治家がメインと

なり、彼らの属する政党はラベル以上の働きをなさないことがほとんどであり、またモデルの中

の政治家達は機会主義的に有権者の利益を害する行動を選択することが多かった(Heidhues and 
Lagerlof (2003))。しかし個々の政治家の機会主義的な行動は、長期的にはその政治家が属する政

党を害する可能性が高い。その場合、政党には政治家の行動を規制する構造がありうるはずであ

る。この論文が示すのはそういった構造である。 
 この論文では、政党のモデルとして Alesina and Spear (1988) および Harrington (1992) らをベー

スに Overlapping Generation organizationとしての政党組織を考える。無限期間において二つの政党

があり、各期ごとに選挙が行われ、勝者は公約した政策を選挙後実行する。各期に各政党は大統

領候補（PC）と副大統領候補（VPC）の２名からなる。VPCは次の期には PCになり、PCはそ

の政治生命の最後の期にいる。実行される政策の結果については不確実性があるが、政治家たち

はその結果について、有権者が知りえない情報を各期の初めに受け取る。情報を受け取った PC
は選挙公約を公表し、VPCは PCのための選挙活動を行う。有権者は VPCの選挙活動を観察して、

どの政党に投票するかを決める。ただし各党はそれぞれ政策についての選好を持っており、その

ため PCには受け取った情報を無視して自身の望む政策があたかもその情報からみて最適なもの

のように公言する誘因があることになる。Harrignton（1992）(および Alesina & Spear(1988))は政

治家が自身の選挙公約を守るかどうかの問題を、OLG政党モデルに reputationを持ち込んで解決

した。この論文においても reputationを持ち込み、モラルハザードの問題がある程度やわらげら

れる（完全にはなくならない）ことを示す。 
OLGモデルは政治経済学の分野でも一般的に使われるが、Harrignton、Alesina&Spearを除くと

Electoral Competitionにおいて政党のモデルとして使われたことはなかった(すくなくとも他に見

つけられなかった)。情報伝達の問題は彼らが取り扱った問題ではないので、この論文は情報非対

称性のモラルハザードの問題と OLG政党の選挙モデルとを（そして政党の内部構造とを）結び

つけたおそらくはじめての論文である。また他の OLG と Reputationを取り扱った論文（たとえ

ば Tadelis(2002)）との違いとしては、各期において政党内での PCと VPCのステージゲームを想

定していることがある。このステージゲームにおいて PCは VPCに彼の公約について伝え（有権

者への公表前に）、VPCはそれに対応して PCのためにどれだけの選挙活動を行うかを決める。

この活動のレベルは有権者から観察可能であるため、有権者は VPCの活動のレベルに一定の要

求をすることにより、VPCを通して PCの行動をある程度、操作することができる。 
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